
.

ｽﾀｰﾄ 選手名 選手名 選手名 選手名 ｽﾀｰﾄ 選手名 選手名 選手名 選手名

時間 予選出場コース 予選出場コース 予選出場コース 予選出場コース 時間 予選出場コース 予選出場コース 予選出場コース 予選出場コース

神羊二 熊谷勇夫 新倉静男 矢島博行 佐藤明 関根扶二男 富田実 西野幸夫

昭和の森 千葉よみうり ﾊｰﾓﾆｰﾋﾙｽﾞ 下館 紫あやめ 昭和の森 下館 ﾊｰﾓﾆｰﾋﾙｽﾞ

寺田智 米澤秀治 大川厚志 新田康人 金子茂行 岩渕和美 福永敬三 新村隆成

紫あやめ 東京よみうり 下館 昭和の森 昭和の森 初穂 千葉よみうり 下館

岡部康博 和田博之 石原紀一 小川一彦 高橋克彦 西原明 長谷川壽彦

初穂 紫あやめ 千葉よみうり 下館 紫あやめ JGM宇都宮 富士GC

黒澤登美夫 鈴木國也 田丸芳明 中島仁三 安川文男 田島宏昭 高橋健二 箱守伸夫

下館 紫あやめ ﾊｰﾓﾆｰﾋﾙｽﾞ 千葉よみうり 紫あやめ 千葉よみうり 昭和の森 下館

尾崎美喜夫 今井高志 尾上博治 川又治美 廖　挺毅 半田修 眞崎謙治 伊藤芳一

JGM宇都宮 下館 富士ｸﾞﾘｰﾝ 紫あやめ 初穂 昭和の森 下館 紫あやめ

西山靖彦 平野義隆 田中辰夫 飛田芳徳 鎌田實継 高橋雄二 鶴町和久 鮫島均

紫あやめ 千葉よみうり 昭和の森 下館 昭和の森 下館 千葉よみうり 富士GC

木村明 宮城芳宏 本澤顕一 関口哲明 広瀬光男 扇徳男 轟秀夫 玉井信之

下館 紫あやめ 千葉よみうり ﾊｰﾓﾆｰﾋﾙｽﾞ 紫あやめ 昭和の森 初穂 下館

平井隆夫 齋藤実 佐藤敏夫 佐藤　隆 関根克己 関口正喜 小泉信和

昭和の森 千葉よみうり よみうりｺﾞﾙﾌ 富士GC 昭和の森 ﾊｰﾓﾆｰﾋﾙｽﾞ 富士ｸﾞﾘｰﾝ

鈴木克弘 楜澤 健二 大森雅美 大津岩男 釣井賢一郎 平本眞言 小野寺高夫 薗保治

紫あやめ 富士ｸﾞﾘｰﾝ ﾊｰﾓﾆｰﾋﾙｽﾞ 昭和の森 東京よみうり 昭和の森 初穂 富士GC

鈴木明 永井輝昭 和田均 安富秀樹 山本哲也 筒井勝利 安藤秀二 石山美紀

初穂 千葉よみうり 下館 紫あやめ 紫あやめ 初穂 よみうりｺﾞﾙﾌ 千葉よみうり

中川晴生 箕輪進 鯨井章 紺野秋雄 岡村平 鈴木純一 清水弦 伊藤明

富士ｸﾞﾘｰﾝ 東京よみうり 紫あやめ 東日本ｼｰﾄﾞ 富士ｸﾞﾘｰﾝ 千葉よみうり 富士GC 昭和の森

眞﨑敏寛 加藤明弘 樋口隆夫 菅原義之 杉森弘昌 山川忠男 首代明秀 菴木文雄

千葉よみうり 富士ｸﾞﾘｰﾝ 初穂 昭和の森 千葉よみうり 昭和の森 紫あやめ 東日本ｼｰﾄﾞ

森静生 渡邉博 原博文 那波芳比古 平井　正行 鈴木東一 関谷修二

昭和の森 よみうりｺﾞﾙﾌ ﾊｰﾓﾆｰﾋﾙｽﾞ 東日本ｼｰﾄﾞ 紫あやめ 千葉よみうり 初穂

堀江均 馬淵清彦 市川房雄 矢澤好夫 星野孝栄 關橋光一 渡辺佐利 寒河江享

紫あやめ 昭和の森 千葉よみうり 昭和の森 千葉よみうり 富士GC 昭和の森 紫あやめ

須長順一 鶴岡留勝 岸野宏行 岩井正一 山崎一男 齋藤 彦市 石井重次 山田達也

昭和の森 千葉よみうり 富士ｸﾞﾘｰﾝ 東日本ｼｰﾄﾞ 昭和の森 初穂 東日本ｼｰﾄﾞ 千葉よみうり

町田元一 松盛秀逸 久松政人 望月修 片野由次 斉藤清人 横田秀弥 小倉幸雄

千葉よみうり 富士ｸﾞﾘｰﾝ 紫あやめ 昭和の森 よみうりｺﾞﾙﾌ 昭和の森 千葉よみうり 東日本ｼｰﾄﾞ

小松千晃 藤伊津子 三浦美礼 菓子田智子 芹田吉美 宮本芳美 中村美和 出雲映子

千葉よみうり 紫あやめ よみうりｺﾞﾙﾌ ﾊｰﾓﾆｰﾋﾙｽﾞ 千葉よみうり 下館 紫あやめ よみうりｺﾞﾙﾌ

小澤典子 徳永春美 武智美樹 今井啓子 遠藤芳江 新井麻子 中村薫 近藤京子

昭和の森 ﾊｰﾓﾆｰﾋﾙｽﾞ 千葉よみうり 紫あやめ 紫あやめ 下館 東日本ｼｰﾄﾞ 千葉よみうり

石川由美 加藤文江 仁科理恵 畑中朝子 鈴木佐知子 高橋由起子 新井美奈子 田倉真由美

千葉よみうり 紫あやめ 昭和の森 東日本ｼｰﾄﾞ 千葉よみうり 紫あやめ 下館 昭和の森

小林昌代 黒木蘭 石井玲子 横川亜希子 大川ひとみ 金井恵美子 鈴木順子 山元珠美

紫あやめ 東日本ｼｰﾄﾞ 千葉よみうり JGM宇都宮 紫あやめ 昭和の森 千葉よみうり 紫あやめ

西潟美和 溝口晴美 田嶋優子 中井恵理 染谷紀美子 松川ゆかり 清水えり子 郡司直美

紫あやめ 千葉よみうり 東日本ｼｰﾄﾞ 昭和の森 下館 紫あやめ 紫あやめ 東日本ｼｰﾄﾞ

鏑木友子 皆川三代子 小畠裕子 柏敬子 石原浩美 渡邉留美子 村上美佳 加藤由紀子

東日本ｼｰﾄﾞ 下館 紫あやめ 千葉よみうり 千葉よみうり 紫あやめ 昭和の森 下館

古澤久絵 有田由美夏 荒川えり子 上條美和子 告浩子 大垣厚子 君塚桂子 藤森三奈

千葉よみうり 紫あやめ 昭和の森 紫あやめ 下館 紫あやめ 東日本ｼｰﾄﾞ 昭和の森

参加人数：181人(ミッドシニア125名、女子シニア56名) 黄色塗りつぶし＝繰上げ出場選手

2022年度全日本女子シニア・ミッドシニアアマチュアゴルファーズ選手権東日本地区決勝
開催コース：下館ゴルフ倶楽部 2022年9月21日(水)

OUT IN

組 組

1 7:00 17 7:00

2 7:09 18 7:09

3 7:18 19 7:18

4 7:27 20 7:27

5 7:36 21 7:36

6 7:45 22 7:45

7 7:54 23 7:54

8 8:03 24 8:03

9 8:12 25 8:12

10 8:21 26 8:21

13 8:48 29 8:48

11 8:30 27 8:30

12 8:39 28 8:39

14 8:57 30 8:57

15 9:06 31 9:06

16 9:15 32 9:15

1 9:24 8 9:24

2 9:33 9 9:33

3 9:42 10 9:42

4 9:51 11 9:51

5 10:00 12 10:00

6 10:09 13 10:09

7 10:18 14 10:18



 

２０２２年度 

全日本ミッドシニアアマチュアゴルファーズ選手権 

東日本地区決勝 

 

開 催 日：9月 21日（水）・22（木） 

開催コース：下館ゴルフ俱楽部 

      茨城県筑西市茂田ザ・ヒロサワ・シティ ℡0269-20-1111 

 

本競技は日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則とこのローカルルール、競技の条件を適用する。 

本書に記載の無い事項や追加変更がある場合は競技規定やプレーヤーへの通知文書、または競技会場での掲示物に

掲載されるので必ず参照すること。 

ゴルフ規則によって別に定められている場合や本書に罰が記載されている場合を除き、このローカルルール、競技の条件

の違反の罰は、「一般の罰（2罰打）」となる。 

 

 

 

ローカルルール 

 
１．アウトオブバウンズ（規則 18.2） 

アウトオブバウンズは白杭のコース側を地表レベルで結んだ線によって定められる。 
 

２．ペナルティーエリア(規則 17) 

(a)片側だけ定められているペナルティーエリアは無限に及ぶ。 

(b)ペナルティーエリアが境界に隣接している場合、そのペナルティーエリアの縁はその境界まで及び、 その 

  境界と一致する。 

  (C)ペナルティーエリアの縁がコースの境界と一致する地点をプレーヤーの球が最後に横切ってからそのペナ 

    ルティーエリアの中で見つかるか、そのペナルティーエリアの中に止まったことが分かっている、または事 

       実上確実な場合、そのプレーヤーは規則17-1dに基づく選択肢の一つを使って救済を受けることができる。 

ペナルティーエリアのためのドロップゾーン 

  ペナルティーエリアのためのドロップゾーンが設置される場合１打の罰に基づく救済の追加の選択肢と 

なる。ドロップゾーンは救済エリアであり、球はその救済エリアにドロップされ、その救済エリアに止ま 

らなければならない。 

 

３. ドロップゾーン 

アウトコース３番・４番・６番、インコース１７番で球がペナルティーエリアに入った場合、指定のドロップ
ゾーン（黄線で表示）から１打罰を加えプレーする事も出来る。 

 

４．異常なコース状態（動かせない障害物を含む）（規則 16） 

 （ａ）修理地 

(1)青杭を立て、白線で囲まれた区域。 

  (2)パッティンググリーンの前後、あるいはフェアウェイの長さかそれ以下に刈ったジェネラルエリア部分に

あるヤーデージ用にペイントされた線や点は修理地として扱われ、規則 16.1 に基づく救済を受けることが

できる。ヤーデージ用のペイントがプレーヤーのスタンスにだけ障害となる場合、障害は介在しない。 

（ｂ）動かせない障害物 

(1)白線の区域と動かせない障害物がつなげられている場合、ひとつの異常なコース状態として扱われる。 

(2)動かせない障害物で囲まれている庭園区域とその中で生長しているすべてのものは、ひとつの異常なコー

ス状態として扱われる。 

（ｃ）地面にくい込んだ球 

規則 16.3 は次のように修正される：バンカーの上方の積み芝の面にくい込んだ球について罰なしの救済

は認められない。 

 

 



５．不可分な物 

次のものは不可分な物であり、罰なしの救済は認められない： 

 (a)樹木や他の常設物に密着させてあるワイヤ、ケーブル、巻物、その他の物。 

 (b)ペナルティーエリアにある人工的な護岸やパイリング（枕木等の構築物）。 

 

６．クラブと球の規格 

  (a)ストロークを行うために使うドライバーR＆A が発行する最新の適合ドライバーヘッドリストに掲載されて

いるクラブヘッド(モデルとロフトで識別される)を持つものでなければならない。 

  (b)ストロークを行うときに使用する球は R＆Aが発行する最新の適合球リストに掲載されていなければならな

い。 

 

７．ゴルフシューズ 

  ラウンド中、プレーヤーは下記の特徴を持つシューズを履いてはならない： 

  伝統的なスパイク－すなわち、地面を深く貫くようにデザインされた１つあるいは複数の鋲を有するスパイク

(メタル製、セラミック製、プラステック製、その他の材質かは問わない)。このローカルルールの違反に対す

る罰：規則 4.3参照 

 

８．プレーの中断（規則 5.7） 

   （a）即時中断（落雷等、切迫した危険がある場合） 

      委員会がプレーの即時中断を宣言した場合、すべてのプレーヤーは直ちにプレーを止めなければならず、 

        委員会がプレーを再開するまでは別のストロークを行ってはならない。 

  （b）通常の中断（日没やコースがプレー不能） 

   規則 5.7b、c、dに従って処置すること。 

  （c）プレーの中断と再開の合図 

        本部より競技委員を通じて競技者に連絡する。 

注：危険な状況のためにプレーを即時中断する場合、すべての練習区域は委員会がプレーを再開するまで閉鎖

される。閉鎖された練習場で練習するプレーヤーには練習を止めるように勧告し、それでも練習を止めない場

合には失格となることがある。 

 

９．練習（規則 5.5） 

終了したばかりのパッティンググリーン上やその近くで練習することを禁止するローカルルールひな型Ⅰ-2

を適用し、規則 5-5b は次の通り修正される： 

「2 つのホールのプレーの間、プレーヤーは次のことをしてはならない： 

・終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習ストロークを行う。または、 

・終了したばかりのパッティンググリーンの表面をこすったり、球を転がすことによってパッティンググリー 

ン面をテストする。 

 

10．キャディー 

プレーヤーのキャディー使用は禁止とする。このローカルルールの違反の罰：プレーヤーはキャディーに支援

してもらったその各ホールに対して一般の罰を受ける。違反がホールの間で起きたり、ホールとホールの間ま

で続く場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受ける。 

 

11. コールオン方式の採用 

  コールオンについては競技委員が認めた場合のみ可能とする。 

 

 

 

競技の条件 

 

１．参加資格 

プレーヤーは「競技規定」で定められている参加資格を満たしていなければならない。（競技規定は日本パブリ

ックゴルフ協会ホームページを参照） 

２．スコアカードの提出 

プレーヤーのスコアカードは、プレーヤーの両足が所定のスコアリングエリアから出た時点で委員会に提出さ



れたことになる。スコアカードを提出する前にスコアリングエリアを離れる必要のあるプレーヤーはスコアリ

ングオフィシャルにその意思を告げなければならず、そしてすぐ戻らなければならない。 

３．タイの決定 

  正規のラウンドが終わり 1位がタイの場合は、即日委員会の指定するホールにおいてホールバイホールのプレ

ーオフを行い、優勝者を決定する。尚、３名以上でプレーオフが行われる場合、優勝者以外の競技者は 2位タ

イとする。また、悪天候、日没等により当日プレーオフが出来ない場合、またはプレーオフにて決定しない場

合は最終ラウンドのスコアを比較し、スコアの良い競技者を優勝とする。それでも決定しない場合は、次の順

で決定する。最終ラウンドのマッチング・スコアカード方式→委員会によるくじ引き。入賞者に対する記念品

の贈呈及び他団体競技・当協会競技へのシード権付与に関しては、最終ラウンドのスコアを比較し、成績の良

い競技者に資格を付与する。それでも順位が決定しない場合は、次の順で決定する。最終ラウンドのマッチン

グ・スコアカード方式→委員会によるくじ引き。地区決勝通過者に辞退者が生じた場合、全日本の 5日前まで

出場選手の繰り上げを行う。なお、詳細は組合せおよびスタート時間表にて発表する。 

４．競技の結果－競技の終了 

  競技の結果は、最終成績表が日本パブリックゴルフ協会ホームページに掲載されたときに最終となる。 

５．競技の短縮 

委員会は、コースの状況により適正なるプレーが不可能と判断した時、「競技規定」に定めてあるラウ

ンド数を短縮することができる。 

 

 

行動規範 

 

１．新型コロナウイルスの感染を避けるため、競技中はクラブの感染症予防対策に協力しなければならない。 

  ・クラブハウス内での予防対策事項の遵守 

  ・ラウンド中、可能な限りソーシャルディスタンス（約 2ｍ）を保つこと。 

  ・ラウンド中、大きな声を出す等、感染する可能性のある行動をしないこと。 

  ・体調不良を少しでも感じたら、コース上のすべての人のために競技を棄権し、開催コースに申し出ること。 

  ・ウイルス感染の状況は常に変化することを理解し、その他委員会の要請には随時従うこと。 

  上記の要請事項、禁止事項に反しただけで罰は課されませんが、故意に無視した、委員会や他のプレーヤーの

注意があったにもかかわらず、再び同じ行動をした場合、委員会はそのプレーヤーを失格にし、以降１年間の

ＰＧＳ主催競技への参加資格を停止する。 

 

距離表 

 
 

【ミッドシニア】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意事項 

 

１．ローカルルール 7 項において規制されるシューズ以外でもグリーンに著しく損傷を与えるシューズは使

用禁止とすることがある。 

２．競技委員会は競技中を含めいつでも、出場に相応しくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すこ

とができる。 

３．競技委員会はすべての競技関係者、ギャラリーへの暴言等を含めエチケットの重大な違反があったプレー

ヤーを競技失格とすることができる。 

４．コース内での携帯電話の通話は緊急時以外（カートの故障・ケガ等）禁止する。 ※重大なエチケット違反

Hole No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 OUT

Yards 132 350 148 485 379 516 374 331 330 3045

Par 3 4 3 5 4 5 4 4 4 36

10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN Total

390 500 160 352 328 381 168 498 351 3128 6173

4 5 3 4 4 4 3 5 4 36 72



と判断される場合は、競技失格となることがある。 

５．組合せスタート時間は別紙のとおりとする。欠席者があった場合は、組合せ及びスタート時間を変更する 

場合がある。欠席する場合は、必ずコース(下館ゴルフ俱楽部 TEL：0296-20-1111)に連絡すること。 

６．プレーの進行は、ハーフラウンド２時間１５分以内とすること。先行組との間隔を不当にあけないよう注

意のこと。プレーを不当に遅らせた場合はペナルティを課す。（トラブルがあって遅れた場合はその組全

員でその遅れを取り戻すよう努力をする義務があります） 

７．正規のラウンド中、ギャラリー等との接触においてアドバイスとみなされる行為があった場合は、ペナル

ティを課すので注意すること。 

８．使用ティーマーカーは、ＰＧＳティー（白）とする。 

９．練習は指定練習場にて行い、打ち放し練習場においては備え付けの球を使用し、スタート前の練習は１人

１カゴ（25球）を限度とする。 

10．溝とパンチマークの規格 

  本競技は 2010 年 1 月 1 日施行の『溝とパンチマークの規格に適合するクラブの使用を求める競技の条

件』）を適用しません。※但し、本競技に付与された JGA等他団体主催競技のシード権を行使する場合、

本項目の条件が適用される場合があります。詳細は主催団体に各自ご確認下さい。 

11．46インチを超える長さのクラブの使用 

  本競技は46インチを超える長さのクラブの使用を禁止するローカルルールひな型Ｇ-10を適用しません。

※但し、本競技に付与された JGA等他団体主催競技のシード権を行使する場合、本項目の条件が適用され

る場合があります。詳細は主催団体に各自ご確認下さい。 

12．受動喫煙を防止する為、健康増進法に基づいた対応につき所定の場所以外は禁煙とする。 

  ※所定の場所とは灰皿が置いてある場所を示す。 

 

〔付 記〕                                             

本競技上位入賞者には次の出場資格が与えられます。 

≪日本パブリックゴルフ協会主催競技への出場資格≫ 

１．第 1位～第 38位は 10月 13日（木）、14日（金）、コート・ベール徳島ゴルフクラブ（徳島県）において開催

される、本年度全日本の出場資格を得る。通過者人数は各地区の予選参加者数割合に応じて決定した。全日本

の出場資格を得た者は参加の有無を大会当日に下館ゴルフ倶楽部に提出すること。 

２．第 1位 2023年度～2027年度（5年間）本競技の地区決勝（予選に出場した場合を除く） 

３．第 2位～第 5位 2023年度本競技の地区決勝（予選に出場した場合を除く） 

≪他団体主催競技への出場資格≫ 

１． 第 1 位～第 5 位 関東ゴルフ連盟主催 2023年度関東ミッドシニアゴルフ選手権予選（関東地区在住者のみ） 

２． 第 1位 東北ゴルフ連盟主催 2023年度東北ミッドシニアゴルフ選手権競技（東北地区在住者のみ） 

 

 

 

〔 賞 〕  

第 1位(PGS杯レプリカ、プレー券)、第 2位～第 3位(盾、プレー券）、第 4位～第 10位(プレー券) 

参加賞（フック付タオル）※参加者のみ 

 

  競技委員長  宇野 義大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

［お知らせ］ 

 

１．プレーフィー 7,500円（セルフプレー、昼食・諸税込）となります。 

※乗用セルフプレー 

２．料金の支払い プレー終了後の各日精算となります。※クレジットカードは各種利用可能です 

３．競技参加料 大会参加料 3,300円は、大会初日にプレー代と併せて徴収致します。※シード選手除く 

４．クラブハウス 5時 30分より営業いたします。 

５．練習場 5時 45分より営業いたします。 

６．大会 2日目のスタート時間 

 第 1ラウンド終了後に競技委員会より発表となります。①コースに直接確認 ②コース

フロントに FAX送信を依頼 ③パブリック協会ホームページ ①～③何れかの方法で確

認頂けます。 

 なお、ゴルフコース問合せは 18時 30分までとさせて頂きます。 

７．コース内の売店 

 売店は、自動販売機のみとなります。ご利用される方は小銭をご用意ください。 

 

 

 

◆大会スケジュール◆ 

 

 

【9月 21日（水）】大会 1日目            【9月 22日（木）】大会 2日目    

 5：30 クラブハウスオープン・受付        5：30   クラブハウスオープン・受付 

5：45   練習場営業開始              5：45   練習場営業開始 

6：00    レストラン営業開始            6：00    レストラン営業開始 

 7：00  競技開始                 7：00   競技開始 

 17：00  第 1日目競技終了予定           17：00   第 2日目競技終了予定 

 17：30  第 2日目組合せ発表予定                        ※表彰式 
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